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1面 

 「働き方改革」法案の衆院採決強行糾弾！ 

労働者の「闘い方改革」が必要だ             吉良 寛・自治体労働者 

 

2面 

2018年度前期ＨＯＷＳ開講講座 

 いまなにが問題か？ を議論し、行動するために 

  ＨＯＷＳ第２期の開講にあたって 

変革の拠点として育てよう！         広野省三・ＨＯＷＳ事務局責任者 

   

「日本のナショナリズムと近現代」へ積極的参加を！ 

日本ナショナリズムの核心としてある天皇制を克服するために     渥美 博 

 

3面 

ＨＯＷＳの講座案内 ６月～７月 

 

辺野古の海を埋め立てるな！ 全力で現地闘争を支援しよう 

 ＨＯＷＳ講座『琉球新報』滝本匠記者を招いて開催 

「占領下」さながらの日米地位協定の実態              野田光太郎 

 

 「止めよう！ 辺野古埋立て国会包囲」に１万人 

本土でも沖縄反基地の波のうねりを                 阪上みつ子 

 

 「止めるぞ！ 土砂搬入６・９集会―軍事基地で辺野古の海をつぶすな―」に参加を！ 

 

催物案内 

 

4面 

 勝利至上主義で自らの首をしめる大学スポーツ 

谷口源太郎（スポーツジャーナリスト） 

 

 横浜で三回目となる「戦争の加害パネル展」 

一五〇〇名が来場し熱心に見学      高梨晃嘉（記憶の継承を進める神奈川の会） 

 

 前照灯 均等法を生かそう 

 

『社会評論』１９２号（２０１８春）目次 

 

5面 

 ここが問題「天皇代替り」（４） 

隠蔽される即位儀礼の違憲性 ㊤                    山下勇男 

 

６面 



パレスチナ人民虐殺とイラン核合意離脱は帝国主義の一連の攻撃 

米国、イスラエル、サウジアラビアによる危険な政策に対し、平和勢力は行動を 

イラン・ツデー党中央委員会 

 

 イスラエル共産党の声明 

虐殺でパレスチナ人民の解放闘争は停止しない 

 

7面 

フジビ闘争解決報告集会開く 

地域に根ざした闘いが勝利を生む！                  村上理恵子 

 

「高プロ」導入阻止掲げ日比谷野音集会 

労働弁護団の主催で三ナショナルセンターが結集             田沼久男 

 

国際短信 米三州で教員ストが勝利                     編集部 

 

8面 

 紙つぶて 

  大成功のフレンドシップフェスタ               中村美彦（千葉在住） 

 

  平和への認識深める努力を                  廣野茅乃（東京在住） 

 

頂門一針 政治家と嘘 

  

「岡本太郎の写真 採集と思考のはざまに」展 

偶然の問題                              伊藤龍哉 

 

編集部発 

 


